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6 月のメッセージより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7 月のメッセージの聖書箇所  
 

 

 聖書箇所 
3 日 ペテロの手紙Ⅰ3:18~19 

10 日 コリントⅠ 15：3～8 
17 日 マルコ 16：19～20 
24 日 テモテへの手紙Ⅱ 4:1～2 
31 日 コリントⅠ 12:1～3 

〈3 日「お誕生会」〉7 月生まれのお友達、お誕生日おめでとう！ 

祝福のお祈りとお誕生会、プレゼントがあります。皆でお祝いしましょう。 

＜＜インフォメーション（訳すと「お知らせ」）＞＞
今年もやります、“夏のイベント”！ 

ただいま、企画を募集中。「こんなイベントなら参加して 

みたい。」というリクエストがあったら、提案してね。 

ＣＳの司式者＆奏楽者募集！ 
高木さんに加えて、毎月第一日曜日には成瀬さんがオルガンを 

弾いてくれることになりました、感謝！「私も！」という人、楽器は 

出来ないけど司会なら出来るという人は先生に声をかけてください。 

（※豆知識：礼拝では「司会者」のことを「司式者」と言います！） 

 

清水草薙教会の礼拝では、毎週「使徒信条」用いて信仰告白としてい
ます。もう暗唱出来ますか？これは清水草薙教会オリジナルではな
く、4世紀頃から世界中のキリスト教会が認めている告白で、讃美歌
集にも 566 番にあります。ところで皆さんは「告白」という語にどん
なイメージがありますか。もともとラテン語で「クレド」というこの
言葉は、正確に翻訳すると「公に言い表す」です。つまり信仰告白と
は「信仰を公に言い表す」という意味です。いつかは皆さんも好きな
人に「好きです！」って“告白”する時があるでしょう。伝えなくて
は、彼に想いは届かないですよね。つまり、私達も、神様に「私はあ
なたを信じます」と“告白”するわけです。でも「公に」となると一
体どんな範囲？公園で叫びましょうか？それもいいですが（^_^;･･･。
私たちは毎週、礼拝を捧げます。皆が同じ神様を信じている“はず”
です。でも大勢が集い、長い歴史が経つ中で、徐々に、同じはずの神
様が少しずつ誤解されてきてしまうことがあります。だから私達は、
この「使徒信条」という共通の信仰告白をエッセンスとして用いて、
皆が同じ神様を信じていることを確認するのです。でも、恋愛と同じ
で、告白の相手である神様に伝わらなければ意味がないでしょ？だか
ら複数人が集まっていても「我々は･･･」と言わず、「我は･･･」と個々
人で言いながらも、しかしお互いに信仰を確認しつつ、神様に告白申
し上げるのです。7 月はこの告白申し上げる神様について使徒信条で
どのように凝縮されているのかを学びます。(文：村上○ま) 

 今月の暗唱聖句 
「聖霊によらなければ
だれも『イエスは主で
ある』とはいえないの
です。」コリントⅠ12：3 


